
第
79
回
　
理
事
会
の
焦
点

新
規
参
入
枠
の
積
極
的
な
活
用
を

場
　
　
所

日
個
連
会
館

開
催
日
時

５
月
18
日（
水
）  

午
後
２
時

決
議
事
項

① 

令
和
３
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

② 

令
和
３
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

③ 

第
９
回
定
時
総
会
招
集
決
定
並
び
に
提
出
議

案
承
認
の
件

④ 

第
９
回
定
時
総
会
等
「
令
和
４
年
７
月
１
日
」

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
件

⑤ 
第
９
回
定
時
総
会
に
お
け
る
来
賓
者
承
認
の

件
⑥ 

令
和
４
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
承
認
の
件

　

秋
田
会
長
か
ら
現
在
の
業
界
を
取
り
巻
く
情

勢
に
つ
い
て
「
４
月
21
日
に
公
示
さ
れ
た
新
規

参
入
枠
で
す
が
、令
和
２
・
３
年
度
の
75
歳
未
満

の
一
般
廃
業
の
件
数
は
、特
別
武
三
６
８
３
件
、

北
多
摩
２
件
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
数
を
今
後

の
５
年
間
で
按
分
し
、余
っ
た
数
は
初
年
度
に

加
算
さ
れ
、令
和
４
年
度
は
特
別
武
三
１
３
９

件
、翌
年
度
以
降
は
１
３
６
件
の
新
規
参
入
枠

と
な
り
ま
し
た
。枠
が
埋
ま
ら
な
い
場
合
は
、

翌
年
度
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま

た
、令
和
４
・
５
年
度
に
廃
業
す
る
75
歳
以
上
の

事
業
者
数
も
５
年
で
按
分
し
、令
和
６
年
度
か

ら
５
年
間
新
規
参
入
枠
に
加
算
さ
れ
ま
す
。予

想
で
は
４
０
０
件
程
度
（
年
平
均
80
件
）で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、先
の
新
規
参
入
枠
と

合
わ
せ
て
令
和
６
年
度
か
ら
の
重
複
す
る
３
年

間
は
年
度
あ
た
り
２
０
０
件
以
上
の
新
規
参
入

枠
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

法
人
業
界
も
乗
務
員
が
減
っ
て
い
る
中
、個

人
タ
ク
シ
ー
も
成
り
手
を
探
す
こ
と
が
非
常
に

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。新
規
参
入
枠
が

出
た
以
上
、何
と
か
埋
め
て
い
か
な
け
れ
ば
個

人
事
業
者
が
減
る
一
方
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。皆
さ
ん
頑
張
っ
て
、法
人
会
社
や
法
人
時

代
の
仲
間
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」と
挨
拶
の
後
、理
事
会
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

令
和
３
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
各
事
業

の
中
止
や
延
期
、書
面
開
催
等
へ
の
変
更
に
よ

り
費
用
が
抑
制
さ
れ
、ま
た
雇
用
調
整
助
成
金

収
入
に
よ
り
、正
味
財
産
は
１
２
０
０
万
円
ほ

ど
増
加
し
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ
は
一
時
の

こ
と
で
あ
り
、依
然
と
し
て
事
業
者
数
の
大
き

な
減
少
は
続
い
て
お
り
、年
間
会
費
収
入
は
対

前
年
比
マ
イ
ナ
ス
７
４
５
万
円
で
減
少
が
続
い

て
い
る
状
況
で
す
。こ
の
ま
ま
コ
ロ
ナ
禍
が
収

束
し
、事
業
活
動
が
正
常
に
戻
れ
ば
収
支
は
マ

イ
ナ
ス
に
転
じ
、事
業
運
営
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
と
な
り
、正
味
財
産
が
底
を
つ
く
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。

　

そ
の
た
め
、令
和
３
年
度
は
、正
副
会
長
会

議
及
び
理
事
会
で
事
業
の
見
直
し
を
進
め
な
が

ら
、会
費
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。事
業
活
動
を
維
持
し
財
政
基
盤

を
保
つ
た
め
に
は
、で

き
る
限
り
の
対
策
を

講
じ
た
上
で
会
費
改

定
の
お
願
い
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で

す
。会
費
の
改
定
に
つ

い
て
は
、第
９
回
定
時

総
会
議
案
と
し
て
審

議
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

　　

決
議
事
項
は
原
案

通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

都内個人タクシー現況（令和4年5月1日現在） 
許可事業者数  10,466名（前月比 −60名）

（特別区、武三10,080名  北多摩146名  南多摩240名）

傘下事業者数  10,105名（前月比 −58名） 
（特別区、武三9,724名  北多摩144名  南多摩237名）

※集計方法は運輸行政と異なります。
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【
９
年
連
続
達
成
：
４
団
体
】 

◦
文
京
第
一
支
部 

◦
目
黒
第
一
支
部 

◦
目
黒
第
二
支
部 

◦
北
区
協
組 

  
【
８
年
連
続
達
成
：
１
団
体
】 

◦
新
宿
支
部    

  

【
７
年
連
続
達
成
：
４
団
体
】 

◦
品
川
第
二
支
部 

◦
杉
並
支
部 

◦
南
多
摩
支
部 

◦
第
一
事
業
団
支
部 

  

【
６
年
連
続
達
成
：
２
団
体
】 

◦
板
橋
第
一
支
部 

◦
交
友
協
組    

  

【
５
年
連
続
達
成
：
７
団
体
】 

◦
荒
川
支
部 

◦
北
第
二
支
部 

◦
世
田
谷
第
三
支
部 

◦
石
神
井
支
部 

◦
城
北
支
部 

◦
千
住
協
組 

◦
第
一
多
摩
協
組 

 

 

【
４
年
連
続
達
成
：
３
団
体
】 

◦
北
支
部 

◦
墨
田
支
部 

◦
亀
戸
支
部 

  

【
３
年
連
続
達
成
：
２
団
体
】 

◦
新
中
野
支
部 

◦
東
京
西
北
協
組 

  

【
２
年
連
続
達
成
：
11
団
体
】 

◦
品
川
第
三
支
部 

◦
世
田
谷
第
二
支
部 

◦
都
心
支
部 

◦
中
野
支
部 

◦
豊
島
支
部

◦
城
南
支
部 

◦
新
東
京
支
部
（
東
） 

◦
城
東
支
部 

◦
新
東
京
支
部
（
日
） 

◦
東
京
相
互
支
部 

◦
自
交
総
連
協
組  

  

【
令
和
３
年
度
達
成
：
10
団
体
】 

◦
葛
飾
第
二
支
部 

◦
文
京
第
二
支
部 

◦
杉
並
第
二
支
部 

◦
野
方
支
部  

◦
江
戸
川
支
部 

◦
東
京
旅
客
支
部 

◦
東
部
支
部 

◦
朋
友
支
部 

◦
都
民
同
盟 

◦
新
足
立
協
組 

　

安
全
運
転
・
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
た
め
、令
和
３
年
度

警
視
庁
主
催
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ド

ラ
イ
ブ
・
コ
ン
テ
ス
ト
に
１
３
８

組
６
９
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。無
事
故
・
無
違
反
の
達
成

者
は
81
組
、達
成
率
は
58
・
７
％

と
、昨
年
度
を
１
・
３
％
上
回
り

ま
し
た
。

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

 

【
17
年
連
続
達
成
：
１
団
体
】

◦
多
摩
個
連

 

【
14
年
連
続
達
成
：
２
団
体
】 

◦
東
友
支
部 

◦
全
個
人
協
議
会 

  

【
13
年
連
続
達
成
：
３
団
体
】 

◦
足
立
第
一
支
部

◦
北
多
摩
支
部

◦
町
田
協
会  

  

【
11
年
連
続
達
成
：
１
団
体
】 

◦
武
三
支
部 

 

【
10
年
連
続
達
成
：
２
団
体
】 

◦
足
立
支
部　

◦
事
業
団
支
部  

事
故
防
止
コ
ン
テ
ス
ト

令
和
３
年
度
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
テ
ス
ト 

結
果
報
告

　

交
通
共
済
協
同
組
合
等
か
ら
の

デ
ー
タ
提
供
に
よ
り
行
っ
て
い
る
事

故
防
止
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、年
間

の
人
身
事
故
発
生
率
（
人
身
事
故
件
数

／
事
業
者
数
）の
低
い
上
位
の
団
体
は

左
記
の
と
お
り
で
し
た
。

★上位5団体★

順位 団体名 事業者数 人身事故
件数 発生率

１ 世田谷第三支部 90 ０ 0.00%

１ 都心支部 83 ０ 0.00%

１ 亀戸支部 67 ０ 0.00%

4 品川第二支部 103 1 0.97%

5 文京第一支部 83 1 1.20%

令
和
４
年
５
月
31
日

更
新
者
の
皆
さ
ま
へ

期
限
更
新
申
請
書
提
出
後
の

道
交
法
違
反
等
報
告
の

徹
底
に
つ
い
て

　

期
限
更
新
申
請
の
際
に
添
付
し
た
運
転
記

録
証
明
書
の
証
明
期
間
以
降
、更
新
期
限
満
了

日
（
５
月
31
日
）ま
で
の
間
に
、新
た
な
道
路

交
通
法
の
違
反
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、宣
誓

書
に
基
づ
き
、行
政
当
局
に
対
し
て
直
ち
に
報

告
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
過
去
に
お
い
て
、こ
の
報
告

を
怠
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
、当
該
事
業
者
及
び

所
属
団
体
長
が
顛
末
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ

る
事
案
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
般
、令
和
４
年
５
月
31
日
付
期
限
更
新
者

に
つ
き
ま
し
て
、期
限
更
新
の
処
分
が
行
わ

れ
ま
す
が
、新
た
な
道
路
交
通
法
の
違
反
等
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、直
ち
に
報
告
を
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一般社団法人  東京都個人タクシー協会会報令和4年6月号 第575号　⑵



運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
満
了
日
の
直
前

の
誕
生
日
の
１
６
０
日
前
の
日
前
３
年
間

に
、一
定
の
違
反
歴
が
あ
る
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

（
例
）誕
生
日
が
令
和
４
年
11
月
１
日
の
方

の
場
合

１
６
０
日
前
は 

→ 

令
和
４
年
５
月
25
日

過
去
３
年
間
は 

→ 

令
和
元
年
５
月
25
日
〜

 
 

令
和
４
年
５
月
24
日

■
対
象
と
な
る
違
反（
11
種
類
）

　

①
信
号
無
視 
②
通
行
区
分
違
反 

③
通

行
帯
違
反
等 

④
速
度
超
過 

⑤
横
断
等
禁

止
違
反 

⑥
踏
切
不
停
止
等
・
遮
断
踏
切
立

入
り 

⑦
交
差
点
右
左
折
方
法
違
反
等 

⑧

交
差
点
安
全
進
行
義
務
違
反
等 
⑨
横
断

歩
行
者
等
妨
害
等 

⑩
安
全
運
転
義
務
違

反 

⑪
携
帯
電
話
使
用
等 

■
運
転
技
能
検
査
の
実
施
場
所

　

高
齢
者
講
習
を
実
施
し
て
い
る
都
内

43
ヶ
所
の
自
動
車
教
習
所
、鮫
洲
運
転
免

許
試
験
場
及
び
府
中
運
転
免
許
試
験
場
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

運
転
技
能
検
査
と
高
齢
者
講
習
は
、同

日
で
も
構
い
ま
せ
ん
。両
方
と
も
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、運
転
技
能
検
査

お
よ
び
高
齢
者
講
習
を
そ
れ
ぞ
れ
予
約

し
、受
検
・
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。（
高
齢
者

講
習
の
う
ち
、実
車
指
導
が
免
除
さ
れ
ま

す
。）

　

二
種
免
許
所
持
者
は
１
０
０
点
満
点

中
、80
点
以
上
で
合
格
と
な
り
ま
す
。

■
手
数
料

・
認
知
機
能
検
査 

１
０
５
０
円

・
高
齢
者
講
習 

６
４
５
０
円

（
運
転
技
能
検
査
該
当
者
は 
２
９
０
０
円
）

・
運
転
技
能
検
査 
３
５
５
０
円

・
運
転
免
許
証
更
新
手
数
料 

２
５
０
０
円

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）	 （件）

発生月 警告事案 処分事案 処分事案（加重） 合計

令和4年3月 2 0 0 2

訃
報

＊
４
月

氏
名 

所
属
団
体 

享
年   

病
名

青
柳 

光
男 

（
東
個
協
・
江
戸
川
第
一
） 72 

虚
血
性
心
疾
患

印
南 

引
道 

（
東
個
協
・
葛
飾
第
二
） 

72 

不
明

原 

博 

（
東
個
協
・
世
田
谷
第
三
） 73 

肝
機
能
障
害

俣
野 

登
貴
夫 （
東
個
協
・
世
田
谷
第
三
） 67 

肺
癌

内
堀 

栄
一 

（
都
営
協
・
石
神
井
） 

75 

大
動
脈
解
離

德
永 

俊
夫 

（
都
営
協
・
石
神
井
） 

70 

肺
炎

山
本 

成
幸 

（
都
営
協
・
東
友
） 

80 

肺
癌

遠
藤 

浩
二 

（
都
営
協
・
東
友
） 

48 

不
明

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　

令
和
２
年
改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に

伴
い
、令
和
４
年
５
月
13
日
か
ら
運
転
免

許
証
更
新
時
の
認
知
機
能
検
査
と
高
齢
者

講
習
の
内
容
の
変
更
及
び
手
数
料
の
改
定

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、一
定
の
交
通
違

反
歴
の
あ
る
75
歳
以
上
の
方
は
運
転
技
能

検
査
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。（
令
和
４
年

10
月
12
日
以
降
に
誕
生
日
を
迎
え
る
方
に

適
用
さ
れ
ま
す
。）

　

75
歳
以
上
（
免
許
証
の
更
新
期
間
の
満

了
日
・
誕
生
日
の
１
か
月
後
の
日
現
在
）の

方
が
運
転
免
許
証
の
更
新
を
す
る
際
に

は
、更
新
手
続
を
行
う
前
に
、事
前
予
約
の

う
え
「
認
知
機
能
検
査
」「
高
齢
者
講
習
」

「
運
転
技
能
検
査
（
該
当
者
の
み
）」を
済
ま

せ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

受
検
・
受
講
の
順
番
に
指
定
は
な
く
（
順

番
は
自
由
）、ま
た
、更
新
期
間
満
了
日
の

６
ヶ
月
前
か
ら
可
能
で
す
。「
検
査
と
講
習

の
お
知
ら
せ
」は
が
き
が
更
新
期
間
満
了

日
の
約
１
９
０
日
前
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

は
が
き
に
は
必
要
な
検
査
・
講
習
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、速
や
か
に
予
約
を

し
て
誕
生
日
ま
で
に
更
新
を
済
ま
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
運
転
技
能
検
査
の
対
象
者

　

免
許
更
新
時
、75
歳
以
上
の
方
の
う
ち
、

　
75
歳
以
上
の
運
転
免
許
証
更
新
時

新
た
に「
運
転
技
能
検
査
」が
義
務
化

一
定
の
交
通
違
反
歴
の
あ
る
方
対
象
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江北橋通り

尾
久
橋
通
り

首都
高速
中央
環状
線

荒川

隅田川
都電荒川線

交通開放区間
（事業区間）
約190m

宮ノ前
熊野前

扇大橋

荒川遊園地前 小台

首

都高速中央環状線
日
暮
里・舎
人
ラ
イ
ナ
ー
線

日
暮
里・舎
人
ラ
イ
ナ
ー
線

足立小台

補助第118号線補
助
第
93
号
線

多
摩
川
ス
カ
イ
ブ
リッ
ジ

多摩川

開通区間

天空橋駅

羽田空港
第3ターミナル駅
羽田空港
第3ターミナル駅

京急空港線
東京モノレール

国道409号
首都高速神奈川6号川崎線

環
状
第８号

線

地図 名称 概要 変更日

多摩川スカイブリッジ 
（大田区羽田空港2
丁目～神奈川県川崎
市川崎区殿町3丁目）

羽田空港周辺地域と
京浜臨海部が結ばれ、
両地区の連携によるヒ

ト・モノ・ビジネスの交流
が活性化し、国際競争
力の強化が期待される。

2022地図
P91-K-6

令和4年3月

東京都市計画道路
補助線街路
第118号線

（足立区小台1丁目）

荒川と隅田川に挟まれ
た地域における交通の
円滑化や、地域の安全
性の向上が期待される。

2022地図
P93-J-7～K-7

令和4年4月

名称 新所在地 旧所在地 移転日

大田都税事務所 大田区新蒲田1-18-22 大田区西蒲田7-11-1 令和4年5月 
建替えによる約5年間の移転

【移 転 】

【 道 路・橋 等 】

地理モニター報告�

感
謝
の
手
紙

  

東
個
協
・
葛
飾
第
二
支
部

佐
藤 

浩
さ
ん
へ
の

感
謝
の
言
葉

　

駅
か
ら
子
ど
も
と
一
緒
に
乗
車
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
さ
い
子

供
と
の
乗
車
で
し
た
の
で
、
乗
る
時

に
は
い
つ
も
車
内
を
汚
さ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
て
は
い
る
の
で
す
が
、

佐
藤
さ
ん
の
車
に
は
シ
ー
ト
を
汚
さ

な
い
た
め
の
カ
バ
ー
シ
ー
ト
が
備
え

付
け
ら
れ
て
お
り
、
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。ま
た
、運
転
も
丁
寧
で
と
て

も
安
心
し
て
乗
車
で
き
ま
し
た
。

　

車
内
の
会
話
も
、
必
要
最
低
限
で

は
あ
り
ま
し
た
が
と
て
も
親
切
な
話

し
方
を
さ
れ
、
不
便
に
思
う
こ
と
も

な
く
、
快
適
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
よ
か
っ
た
」と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
が
、個
人
タ
ク
シ
ー
の
未
来
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
心
構
え
で
、個
人

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
お
客
様

を
こ
れ
か
ら
も
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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■携帯メールによる情報伝達システムに未登録の方は toroku@tokokyo.jp へ空メールを送信してください。




